
栃木県がん集検協議会について

栃木県がん集検協議会とは
設 立 昭和62年～
目 的 がん集団検診に関する学術研究等によるがん集団検診の向上・発展を図る
部 会 消化器検診、婦人科検診、教育研修、肺がん検診、乳がん検診、前立腺がん検診、精度管理
構成員 市町(25)、医療機関(15)、保健所(10)、医師会(11)、医療関係機関(6)、県
事務局 がんセンター、保健衛生事業団

主な活動状況
①がん検診従事者研修会
５がん＋精度管理に係る従事者研修【県委託事業】

②発見がん追跡調査【集検協議会事業】
各集団検診機関のプロセス指標（要精検率等）を把握するための調査の実施、報告書の作成
（この調査は検診機関のＣＬ調査に活用）
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①がん検診従事者研修
・県は、「健康診査管理指導等事業実施のための指針」に基づき、従事者研修を実施
※実施に当たり国庫補助金あり（国庫1/2、県費1/2）

対応:委託先を調整の上、引き続き実施

②発見がん追跡調査
・検診機関の事業評価、質の担保、精度管理の向上を目的に実施
・県は、市町や検診機関における適切な事業評価や精度管理を指導・助言する立場
対応:がん検診の質の向上に資する取組であるため、引き続き関係機関が取り組むよう協力を依頼

→ 発見がん追跡調査の流れについては別紙のとおり

令和８年７月末で協議会が解散 解散後の各事業の取扱については下記のとおり
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保健衛生事業団県

発見がん追跡調査について（集検協議会方式）

精密検査機関集団検診機関がん集検協議会市町

追跡調査
・調査票
・実施時期
を統一
※前立腺がんを含む

調査票

調査票

調査票作成

回答

発見がん
追跡調査
報告書

（県内５機関）

がん検診
実施状況
報告書

地域保健・
健康増進
事業報告

調査票

調査票
（写）

調査票
（写）調査票
（写）

地域保健・
健康増進
事業報告

報告

とりまとめ

報告書回答

報告書
（集計）

とりまとめ

（がん集検協議会精度管理部会事務局）

結果反映

集検協議会⾧/精度管理部会⾧
連名で調査票を送付

通知

2国へ報告



精密検査機関集団検診機関県市町

県

発見がん追跡調査について（解散後Ｒ８年度～）

追跡調査
・精密検査医療機関宛て
協力依頼文書（部⾧名）

を作成
・調査票
・実施時期
を統一
※前立腺がんを除く

調査票

調査票

調査票作成

回答

（県内５機関）

地域保健・
健康増進
事業報告

調査票

地域保健・
健康増進
事業報告

報告

報告書回答

報告書
（集計）

とりまとめ結果反映

各検診機関から調査票を送付
県の協力依頼文書を添付

通知協力依頼文書

国へ報告

がん検診
実施状況
報告書
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